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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

5月全国消費者物価指数（CPI）、総合は前年比+0.7%
コアCPI（除.生鮮食品）は前年比+0.8%
コアコアCPI（除.生鮮食品・エネルギー）は前年比+0.5%

 5月全国総合CPIは、前年比+0.7%(4月+0.9%)、価格変動の大きい生鮮食品を除
くコアCPIは+0.8%(4月+0.9%)、生鮮食品及びエネルギーを除くコアコアCPIは
+0.5%(4月+0.6%)となった。

 財とサービスの分類でみると、財価格は前年比+1.1%(4月+1.2%)、サービス価格は
+0.3%(4月+0.5%)となった。

 生鮮食品を除く財は前年比+1.2%(4月+1.4%)。うち耐久消費財は+0.6%(4月
+1%)、石油製品は+3.0%(4月+2.3%)となった。

 コアCPIの前年比が縮小しているが、主な要因は電気代、外国パック旅行、宿泊料の3点。
電気代は昨年後半の原油安による価格反映が徐々に出てきているもの。外国パック旅行、
宿泊代はGW連休後の反動による影響が大きいとみられる。6月の物価上昇率は更に縮
小が予想される。電気代の下落基調が続くほか、直近の原油価格下落によりガソリン代も
値下がりしている。更に大手通信キャリアの料金一部値下げも下押し要因となる。

【全国CPI財とサービスの前年比】

【全国CPI 前年比内訳】

【全国CPI前年比】 — 総合 — コア --- 生鮮・エネルギーを除く

りそな 経済フラッシュ
（日本5月消費者物価指数）

前年比

（％） ウェイト 18/12月 19/1月 19/2月 19/3月 19/4月 19/5月

総合 100.0 0.3 0.2 0.2 0.5 0.9 0.7

コア（除生鮮食品） 95.9 0.7 0.8 0.7 0.8 0.9 0.8

コアコア（除生鮮・エネルギー） 88.0 0.3 0.4 0.4 0.4 0.6 0.5

財 49.7 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.1 0.7 1.2 1.1

生鮮食品を除く財 45.6 1.2 1.1 1.1 1.3 1.4 1.2

農水畜産物 7.4 ▲ 5.3 ▲ 6.3 ▲ 6.3 ▲ 3.1 0.3 0.4

(生鮮食品) 4.1 ▲ 9.4 ▲ 11.1 ▲ 11.0 ▲ 6.0 ▲ 0.3 ▲ 0.1

食料工業製品 14.5 0.5 0.5 0.5 0.6 0.8 0.9

繊維製品 4.0 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.1 0.1 0.2 0.1

耐久消費財 6.0 ▲ 0.2 ▲ 0.4 0.4 0.6 1.0 0.6

石油製品 3.1 5.5 1.7 ▲ 0.3 1.6 2.3 3.0

電気・都市ガス・水道 5.7 5.3 6.1 6.6 6.4 5.2 3.5

サービス 50.3 0.3 0.5 0.4 0.3 0.5 0.3

公共サービス 12.9 0.5 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7

外食 4.9 1.1 1.1 1.0 1.1 1.1 1.1

家賃 17.8 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.1

他のサービス 14.9 0.4 0.7 0.4 0.1 0.7 0.2
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【出所】Bloomberg、IN情報センター


